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桂
島
宣
弘
先
生
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
を
も
っ
て
ご
定
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
立
命
館
大
学
人
文
学
会
で
は
、
先
生
の
ご
功
績
と
学
恩
と
に
深
い
謝
意
を
表
し
、

こ
こ
に
ご
退
職
を
記
念
す
る
論
集
を
編
み
、
先
生
に
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

桂
島
宣
弘
先
生
は
、
東
京
都
の
お
生
ま
れ
で
、
東
北
大
学
工
学
部
を
経
て
立
命
館
大
学
文
学
部
に
学
士
編
入
学
さ
れ
、
ご
卒
業
後
、
立
命
館
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
に
進
学
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
一
九
八
三
年
四
月
に
日
ノ
本
学
園
短
期
大
学
の
専
任
講
師
に
着
任
さ
れ
、
研
究
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
一
九
九
五
年
四
月
に
文
学
部
の
日
本
史
学
専
攻
の
助
教
授
と
し
て
立
命
館
大
学
に
着
任
さ
れ
、
現
在
ま
で
二
四
年
間
に
わ
た
っ
て
本
学

の
教
育
・
研
究
に
力
を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
数
度
に
わ
た
り
日
本
史
学
専
攻
の
主
任
、
副
学
部
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
四
月
よ
り
四
年
間
、

文
学
部
長
と
な
ら
れ
る
な
ど
、
学
部
・
大
学
・
大
学
院
の
発
展
に
寄
与
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

桂
島
先
生
の
専
門
分
野
は
日
本
近
世
思
想
史
で
、
江
戸
時
代
の
思
想
家
を
軸
に
、
日
本
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
誕
生
と
い
っ
た
、
斬
新
な
視
点
で
の
日

本
史
研
究
に
挑
戦
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
「
宣
長
の
「
外
部
」：
18
世
紀
の
自
他
認
識
」（『
思
想
』
第
九
三
二
号
・
二
〇
〇
一
年
）
を
読
め
ば
、
そ
の
洞
察

の
深
さ
は
も
と
よ
り
、
表
現
力
、
発
想
力
の
素
晴
ら
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
論
文
の
内
容
に
引
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
多
数
の
著
書

の
執
筆
も
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
二
〇
一
九
年
一
月
、
定
年
目
前
に
出
版
さ
れ
た
『
思
想
史
で
読
む
史
学
概
論
』（
文
理
閣
）
は
文
学
部
の
名
物
講
義
で
あ
っ
た

「
史
学
概
論
」
の
講
義
録
で
、
桂
島
先
生
の
学
生
へ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
集
大
成
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
本
号
に
は
桂
島
先
生

の
主
要
研
究
業
績
一
覧
等
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
き
わ
め
て
多
数
、
多
岐
に
及
ぶ
ご
業
績
か
ら
、
め
ざ
ま
し
い
成
果
を
挙
げ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
し
、
日
本
史
研
究
会
、
日
本
思
想
史
学
会
や
現
在
代
表
を
つ
と
め
て
お
ら
れ
る
東
ア
ジ
ア
思
想
文
化
研
究
会
な
ど
各
学
会
等
で
要
職
を
つ
と
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
分
野
の
第
一
級
の
研
究
者
と
し
て
大
い
に
活
躍
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
か
と
思
い
ま
す
。

桂
島
先
生
の
功
績
を
振
り
返
る
と
き
、
誰
も
が
挙
げ
る
の
が
国
際
的
な
研
究
交
流
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
で
し
ょ
う
。
特
に
韓
国
と
中
国
と
の
密
な
交
流
に

つ
い
て
は
、
立
命
館
大
学
で
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
海
外
の
大
学
か
ら
招
か
れ
る
こ
と
も
多
く
、
韓
国
の
高
麗

大
学
校
や
東
西
大
学
校
、
国
立
全
北
大
学
校
な
ど
複
数
の
大
学
で
客
員
教
授
に
就
任
さ
れ
、
中
国
の
北
京
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
派
遣
教
授
も
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
海
外
で
の
講
義
や
講
演
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
こ
な
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
留
学
生
教
育
に
も
大
変
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
常
に
多
数
の

大
学
院
留
学
生
を
指
導
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
私
が
以
前
衣
笠
国
際
セ
ン
タ
ー
長
を
し
て
い
た
と
き
、衣
笠
の
多
く
の
大
学
院
留
学
生
と
面
談
を
し
ま
し
た
が
、文

学
研
究
科
の
日
本
史
学
所
属
で
す
、
と
い
う
留
学
生
に
「
桂
島
先
生
の
と
こ
で
す
か
？
」
と
聞
く
と
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
「
は
い
」
と
い
う
返
事
が
あ
り
ま
し
た
。



二

そ
の
「
桂
島
チ
ル
ド
レ
ン
」
た
ち
に
は
、
現
在
中
国
や
韓
国
で
研
究
者
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
方
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
日
韓
中
連
携
講
座
に
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
本
学
と
韓
国
・
東
西
大
学
校
と
中
国
・
広
東
外
語
外
貿
大
学
の
三
大
学
を

衛
星
で
結
び
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
三
大
学
の
学
生
が
議
論
を
交
わ
す
全
く
斬
新
な
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
〇
数
年
を
経
て
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
日
韓

中
連
携
講
座
が
、
現
在
の
立
命
館
大
学
文
学
部
の
国
際
化
の
象
徴
と
さ
れ
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
母
体
と
な
り
ま
し
た
。
三
大
学
の
学
生

が
日
中
韓
三
キ
ャ
ン
パ
ス
を
二
年
間
に
二
周
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
二
〇
一
一
年
に
文
部
科
学
省
の
「
世
界
展
開
力
強
化
事
業
」
に
採
択

さ
れ
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
り
、
最
終
評
価
で
Ｓ
と
い
う
最
高
評
価
を
獲
得
し
ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
か
ら
は
毎
学
年
参
加
で
き
る
常
設
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
始
ま
り
、
三
大
学
合
計
で
一
学
年
六
〇
名
の
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ん
で
い
ま
す
。
実
現
不
可
能
と
も
思
わ
れ
た
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
成
功
に
は
、
学
部
長
と
し
て
強
力
に
推
進
さ
れ
た
桂
島
先
生
の
力
量
と
情
熱
に
負
う
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

先
生
は
、
大
学
行
政
に
お
い
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
文
学
部
に
お
い
て
は
「
改
革
の
桂
島
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
二
〇
〇
四
年
の
人
文
総
合
科
学
イ

ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
総
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
設
、
二
〇
一
二
年
か
ら
の
学
域
制
と
い
う
大
改
革
に
も
、
桂
島
先
生
の
行
政
手
腕
が
存
分
に
発

揮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
全
学
で
も
、
一
九
九
七
年
に
衣
笠
新
展
開
事
務
局
委
員
、
二
〇
〇
一
年
に
新
世
紀
学
園
構
想
委
員
会
委
員
長
、
二
〇
一
〇
年
に
コ
リ
ア
研

究
セ
ン
タ
ー
長
、
二
〇
一
五
年
に
史
資
料
セ
ン
タ
ー
長
を
お
務
め
に
な
る
な
ど
、
職
員
か
ら
も
大
い
に
信
頼
を
得
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

桂
島
先
生
の
お
人
柄
に
つ
い
て
語
る
に
は
こ
の
誌
面
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
厳
し
く
も
人
情
味
の
あ
ふ
れ
た
指
導
や
業
務
へ
の
姿
勢
に
よ
り
、
あ
ら

ゆ
る
人
か
ら
尊
敬
さ
れ
慕
わ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
二
〇
一
九
年
一
月
に
創
思
館
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
行
わ
れ
た
最
終
講
義
が
、
学
生
・
職
員
・
教
員
は

も
と
よ
り
、
Ｏ
Ｂ
も
家
族
で
駆
け
付
け
る
な
ど
、
立
ち
見
が
出
る
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
う
か
が
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

桂
島
先
生
は
そ
の
教
育
・
研
究
を
通
し
て
優
秀
な
研
究
者
・
教
育
者
を
多
く
お
育
て
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
時
代
の
日
本
史
学
を
担
う
人
材
が
、
先
生
の
教
え

を
受
け
、
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
世
界
中
で
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
九
年
四
月
か
ら
は
特
任
教
授
と
し
て
、
し
ば
ら
く
は
引
き
続
き
桂
島
先
生
に
教

を

と
っ
て
頂
け
る
こ
と
を
、
大
変
あ
り
が
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
立
命
館
大
学
、
そ
し
て
文
学
部
へ
の
ご
助
言
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
す
れ
ば
、
幸

甚
に
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　

二
〇
一
九
年
二
月

立
命
館
大
学
副
学
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前
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部
長
）

上　
　

野　
　

隆　
　

三


